
令和７年度

すくわくプログラム活動報告書

モニカ矢口渡園

（実施対象：３歳児クラス）



テーマ 色の可能性

アクリル積み木を通して見える景色を面

白がり、繰り返し楽しみ友だちや保育者

とみせ合っていた。また、アクリル積み

木を重ねると色が変わることに気付く園

児もいた。そのことから、色そのものが

持つ様々な効果や色を組み合わせて利用

することで得られる可能性を広げていき

たいと考えた。

光が多く入る園の構造になっており、保

育園の周りも様々な施設や環境が混在し

ているので、多くの気づきが持てると考

える。

色の面白さ、不思議さを体験する中で
自分や自分の周りの環境に意識を向けたり
関係性を楽しんだりする

「どんな風に見える 」「何色かな」
「どんな気持ちがする」「どの色に近いかな」

令和７年８月～１０月

計４回

３歳児クラス・１１名設定理由 対象クラス

活動のねらい

問 い

活動期間

活動回数



活動① 混色 色の混ざりの面白さ

• 色を自分の手を使い混ぜていくことで、色の変化や不思議さを味わうする。
• 照明は落とし落ち着く空間を意識する。また、自然光が織りなす偶然の物語も大切にする。

環境構成

問 い

ね  ら  い

「何色に見える」「どう変わるかな」「どう変わったかな」

• 好きな色を選べるように十分なスペースを確保する。
• 手に色がつくことに抵抗を持つ子も予想されるため、筆も用意する。
• ダイナミックな活動になるため、子ども達の気持ちが高まりすぎる可能性が考えられる。絵の具
などで滑ったり、絵の具を飛ばしたりに繋がらないように十分に気を付ける。



活動② 混色の面白さ不思議さと色の可能性

• 混色を通し、色の面白さ不思議さを味わう

環境構成

問 い

ね  ら  い

「何色に見える」「どんな色に変わった」

• 色水を使い赤・青・黄色を混ぜると、どのような色に変わるのか、色水だからこその濃淡の違い
を体験する。

• 事前に、食紅を混ぜたボトルを用意する。4～5人の少人数で行う。



活動③ 色と気持ち 色の可能性

• 色に親しみながら、自分の気持ちや思いを表現する楽しさを味わう

環境構成

問 い

ね  ら  い

「今はどんな気持ちかな」「〇〇色は、どんな気持ちから選んだの？」

• 2～3人の少人数で行う。
• 好きな色を選べるように一人ひとつクレヨンを用意する。
• 好きな形の入れ物を選べるように用意して置く。
• 普段の会話の中で、気持ちを色という形であらわすなどし気持ちや思考を整理し言葉にする経験
を重ねている。



活動④ 色の豊富さと関係性

• 身近な環境に視点を向けることで、気づかなかった面白さや色の豊かさを味わう。
• 友だちと探していく中で、それぞれの視点の共通点や違いを共有していく。

環境構成

問 い

ね  ら  い

「似ている色あるかな」「よく見るとどうかな」

• 小林公園で行う。
• 色板を用意する（赤系・黄色系・青系・緑系・茶色系・オレンジ系）。
• 2～3人ずつの小グループで行うことで、一人ひとりの気づきや友だちとの関わりが落ち着いてで
きるようにする。

• 室内等で色板を扱う機会を作ることで、色探しに意識が向くようにする。



  

 

 



  

 

 



  

 

 



  

 

 



  

 



  

 

 



  

 

 



  

 



  

 

 



  

 

 



  

 

 



  

 



使用物

全体の振り返り

色を通し周りの友だちや物的環境に意識を向けたり関わったりすることができていた。混色活動の面白さや不思議さ、

色を使い自分の気持ちを表現する中で、子どもたちの豊かな考えに触れることができた。今後もその可能性を大切に

していきたい。

テーマ：色の可能性

絵の具（赤・青・黄）｜模造紙｜シャンプーボトル｜食紅(赤・青・黄色)｜水｜透明なカップ

透明なお皿｜ビン｜スプーン｜ブルーシート｜タオル｜色板｜絵本『カラーモンスター』

クレヨン｜机｜椅子

終



株式会社モニカ

〒105-0004
東京都港区新橋1-9-5 KDX新橋駅前ビル 3F
TEL:03-6661-2466
FAX:03-6661-2467

モニカ矢口渡園

〒144-0054
東京都大田区新蒲田2-10-5
TEL:03-6424-5833
FAX:03-6424-5875


